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講座趣旨  講座開催概要 

 

現在、ほとんど見かけることの無くなった“蚕”と“桑”

ですが、昭和初期には全農家の４割が“お蚕様”を飼っ

ており、日本で日常的にみられていました。もちろん三

鷹市でも養蚕が行われていて、養蚕は身近な産業でした。 

“お蚕様”は人の手がないと生きていけない生き物で

す。動くこともほとんど無いので、鼠に食害されること

が多々ありました。大切な“お蚕様”を鼠から守るため

に養蚕農家ではいつしか猫を飼うようになりました。人

と動物の関わりについて紹介していきます。 

また、幕末の開港以降、生糸を外国に売って外貨を得

て、日本の近代化が進められました。明治政府の奨めた

殖産興業の重要な一つとして蚕糸業がありました。蚕糸

業と蚕糸技術の発展について紹介していきます。 

 

 
日 程 令和 5 年 10 月 28 日 土曜日 

 
時 間 午後 2 時 30 分～4 時 

 
定 員 40 人（先着制） 

 
回 数 １回 

 
受講料 500 円 

 
教 材 レジュメ資料ほか 

 
難易度 ★☆☆ 

 
会 場 三鷹ネットワーク大学 

 

申し込み 

WEB FAX 郵送 窓口 

申込受付：9 月 19 日(火)午前 9 時

30 分から 10 月 27 日（金）午後 9

時まで 
 

10 月 28 日 

「猫神様と養蚕」～蚕糸業と蚕糸技術の発展 

江戸時代から現代に至るまでの養蚕について概説します。 

かつての養蚕は天候にまかせていました。そのため繭の出来不出来は自然に任せるしかな

く、神頼み・豊作の祈願がおこなわれてきました。安定した大量生産の技術の開発とその

発展とともに神頼みも少なくなり、蚕の神様も忘れさられてきました。養蚕の技術の発展

と信仰について時代を追って解説していきます。 

・関東の蚕糸の神々について：蚕影山神社、新田猫絵など。 

・蚕糸技術について：官営製糸工場の設立（葵町製糸場の再発見）と製糸技術の発展など。 

 

講師紹介 (敬称略) 
 

横山 岳（よこやま たけし） 東京農工大学大学院農学研究院 教授 
1984 年東京農工大学農学部卒業  

1986 年東京農工大学大学院農学研究科修了  

1986 年東京農工大学大学院連合農学研究科中退  

1986 年東京農工大学農学部助手  

1995 年助教授  

1996 年准教授  

2023 年教授 

博士（農学）、日本蚕糸学会代議員、日本シルク学会副会長 
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                          申込用紙 
 

 

受 講 者  

番 号  

E から始まる数字 6 ケタをご記入ください。 
 

Ｅ  ＿  ＿  ＿  ＿  ＿  ＿ 
申 込 日   

西暦    年     月     日 

名 前  
フリガナ 

電 話  
番 号  

 

 
 

 
 
※申込欄に○をご記入ください 

申込欄 講座タイトル・講座日程 受講料  受付印 

 

東京農工大学企画講座 
 

 「猫神様と養蚕」～蚕糸業と蚕糸技術の発展 

     

講 師：横山 岳（よこやま たけし） 

東京農工大学大学院農学研究院 教授  

2023 年 10 月 28 日 土曜日  

午後２時 30 分～４時 

                   

   

Web 申込みはこちらから  

 

５００円 

  
※ファックスでお送りいただく場合には、着信確認のためのお電話をお願いいたします。 

電話：０４２２（４０）０３１３ ファックス：０４２２（４０）０３１４  
 [郵送での申込]〒181-0013 三鷹市下連雀 3-24-3 三鷹駅前協同ビル 3 階 三鷹ネットワーク大学事務局  

 
                承  認 受付担当 

 
 
 
 
 

 

 
文化・教養 

【ご受講について】 

●お申し込みについて 

お申し込みは講座前日（前開館日）の午後 9 時（日曜日は午後 5 時）で締め切ります。当日のお申し込み

は受け付けません。（一部の講座は除く。） 

●受講料のお支払いについて 

受講料は、講座の当日窓口でお支払い（電子決済または現金）いただくか、お支払いのご案内等に沿って

事前にお支払いください。 
●受講のキャンセルについて 

(１) 講座申し込み後にお客様の都合により受講をキャンセルする場合は、至急事務局まで電話でご連絡ください。 

(２) 一度申し込んだ講座を別の講座に変更することはできません。申し込み済みの講座をキャンセルしてから、再

度希望の講座にお申し込みください。ただし、講座申し込み期間内のみ受け付けます。 

●受講資格について 

受講は原則としてお申し込みされた本人のみとさせていただきます。 

 


